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はじめに

哲学・倫理学教室は教養教育科目に属している．この部

門の各教室は，戦後の新制大学において，旧制高校を引き

継ぐような内容をもつ教養課程（医学系では進学課程とい

う名称も用いられた）担当の教室であった．教養課程では

その後の専門課程にはとらわれない，学問の全般にわたる

教育をすることを旨とした．とはいえ，その後の専門を意

識した，専門基礎教育もなされていた．年の経つにつれて

教養科目（一般教育科目）への関心が衰え，平成 3年
（1991年）の文部省の大学設置基準大綱化はそれに拍車を
かけることになった．現在なお教養科目は残っているもの

の，その期間は当初の 2年近くが 1年ほどに短縮された．
さらにその期間にあっても，教養科目というよりは専門基

礎的科目がかなり優勢になっているのが現状であり，札幌

医科大学もその例にもれない．

札幌医科大学は2つの学部を擁しているので，両学部の
教養系各教室を教育センター化し，現在も続いている教養

科目を担当し，かつまた大学入試全般を担当する道もある．

他方で，一貫教育を謳いつつ従来の教養担当教室を専門課

程に取り込んでいく大学も多く，本学も大筋ではそうした

方向をとってきたといえる．哲学・倫理学教室にあっては，

医学部において生命倫理（医療倫理）教育の重要性が増し，

さらに倫理委員会等の充実の要請が高まってきたことから，

医学とのつながりを強めることになった．教育上も医学専

門科目を一部担当しており，大学院についても本年より地

域医療人間総合医学専攻人間総合医療学領域医療人間学を

あらたに立ち上げ，受け持つことになった．

こうした状況にある哲学・倫理学教室における研究の状

況を，医学との接点を踏まえつつ以下に紹介する．

1 医学哲学

1・ 1 医学哲学の展望

哲学・倫理学と医学の接点においては，この間，生命倫

理学が注目されてきている．本教室でも次節で述べるよう

にこの研究に力を入れているとはいえ，第一には医学哲学

を掲げている．日本における医学哲学の先駆者のひとり澤

瀉久敬によると，医学哲学（澤瀉はこれを医学概論とも呼
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ぶ）とは「医学とは何であるかを明らかにする学問」であ

る．医学の原理や概念を明らかにする学問だと言い換えて

もよいと思う．医学はひとりの病める患者にむきあうのが

原点であるにしても，その役割として予防といったものも

ある．また医学はサイエンスかと問うたり，あるいは医学

はアートであると説くとき，医学哲学的根拠づけが求めら

れる．ヒポクラテス以来，医学哲学的考察がなされてきた．

現代医学を考える際には，現代の科学的医学が形成される

19世紀後半以降を押えておくことが大切である．ベルナー
ル（Claude Bernard）の『実験医学序説』（1865年）やフ
ロイト（Sigmund Freud）の諸著作は，現代の医学哲学に
とって古典的な文献である．20世紀には意識的に医学哲学
に取り組む人々も現われ，ヴァイツゼッカー（Viktor von
Weizsäcker），カンギレム（Georges Canguilhem）といっ
た人たちがいる．ヴァイツゼッカーのように医師・医学研

究者の場合には臨床現場の問題や医学研究の実際がじかに

入ってくるのに対し，カンギレムのような哲学畑の研究者

の場合には医学思想史を基盤とすることが多い．本教室で

も医学の歴史的理解，あるいは医学思想史を基盤としてい

る．これまでベルナール，フロイトといった著名な医学者

を取り上げたほか，アートとしての医学を唱えたシュヴェー

ニンガー（Ernst Schweninger）を検討した 1，2）．また医学

にかかわる問題を思想史・文化史のなかで考える試みもし

ている 3）．

1・ 2 エルンスト・マッハ研究―マッハの感覚生理学

哲学史と物理学史にその名前が登場する人としてマッハ

（Ernst Mach）（1838－1916）がいる．人名辞典風にいえ
ば次のような人である．オーストリアの実験物理学者で，

衝撃波の研究がきっかけとなって速度の単位「マッハ数」

にその名を残している．その哲学的・認識論的立場は一元

論ないしは現象主義と特徴づけられ，19世紀末から20世
紀初頭にかけて影響を与えた．哲学界はもちろんのこと，

アインシュタイン（Albert Einstein）ら科学者の共感をよ
んだり，逆にロシアの革命家レーニン（Vladimir Il'ich
Lenin）の反発を引き起こしたりというように，その影響は
多彩であった．詳しい人名辞典では以上に加え，内耳三半

規管の機能の解明（マッハ・ブロイアー説）という業績も

あげられる．このマッハについて，断続的ながら長期にわ

たって研究を続け，我が国で初めてのまとまった研究書

『思想史のなかのエルンスト・マッハ―科学と哲学のあいだ

―』を上梓した 4）．これは医学哲学の研究書とはいえないも

のの，医学哲学と接点をもつ．マッハは物理学専攻である．

そして物理学史や科学哲学にかかわる著書を多く出してい

ても，60歳近くまでは一貫して実験物理学者であった．そ
のうえでしかし，あまり注目されてこなかったとはいえ，早

い時期から医学との接点を持っていた．それはマッハが博

士号取得後の 20代半ばのウィーン大学私講師時代，依頼
されて医学生のための物理学の講義を担当したことがきっ

かけとなっている．この講義は『医学生のための物理学要

綱』（1863年）にまとめられた．以来，医学的なテーマに，
分野でいえば感覚生理学などにたえず関心を持ち続けた．

のちにグラーツ大学を経て1867年にプラハ大学教授になっ
て赴任するとき，誰よりも当地の医学教授（生理学者）プ

ルキニェ（Jan Evangelista Purkyně）に面会するのを楽し
みにしたという逸話がある．

マッハは科学史上では，なにはさておきアインシュタイン

の相対性理論の思想的先駆として有名である．これについ

てはアインシュタイン自身がそう明言している．とはいえ，

その先駆性を重視する科学史家と重視しない科学史家に分

かれる．ただ，マッハが独特の科学思想を持っていたこと

は誰もが認めるところであり，そのゆえにこそ，プランク

（Max Planck）らの反発を買うことにもなった．マッハの
科学思想のうち，アインシュタインとの関係でいえば，そ

の時間・空間論，機械的力学観批判などが重要となる．私

たちのマッハ解釈のポイントの1つは，そうした革新的思
想への踏み台になったのは，彼の感覚生理学的研究だと見

るところにある．そしてマッハの著作のうちでは『仕事保

存の原理の歴史と根源』（1872年），『力学史』（1883年）
といった物理学系のものもさることながら，『運動感覚論綱

要』（1875年），『感覚の分析』（1886年）を重視すること
になる．特に『運動感覚論綱要』であり，この著作の読解

をつとに試みている 5）．この著作は最近（2001年）になっ
て解説付き英訳版も出た．ここでいう運動感覚とは，運動

する物体の感覚・知覚ではなく，みずから（の身体）が運

動していることの感覚・知覚である．これに内耳三半規管

が関与していることが 1873，74年頃，マッハ，ウィーン
の医師ブロイアー（Josef Breuer），エジンバラの化学者ク
ラム・ブラウン（Alexander Crum Brown）によってそれ
ぞれ独立に発見された．この運動感覚で特に問題になるの

は回転運動感覚である．そしてこれは，マッハの著作でい

えば『感覚の分析』でふれられているように，眼振とも連図1 マッハによる衝撃波の写真撮影（『通俗科学講義』所載）
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動している．こうしたなかで形成された観方が空間・時間，

運動にかかわる彼の物理学的観方の変革に大きく寄与した

と考えられる 6）．

『思想史のなかのエルンスト・マッハ』で，医学と接点を

持つもうひとつの論点は，フロイトとの関係にかかわる．

夢の解釈の問題，自我の位置を機軸に据えて，両者のどち

らかといえばネガティブな関係を掘り下げてみた 7）．思想

史・文化史の領域では19世紀末から20世紀初頭にかけて
のいわゆる世紀転換期のウィーンをとりまく思想・文化状

況は，現代を規定する重要な要素として関心を集めてきて

おり，当教室でもそうした論点に取り組んでいる 8）．それを

代表するこの2人の間の関係は注目されながらも，今ひと
つはっきりしていなかった．それを明らかにした．

以上の研究がどのように医学哲学にかかわってくるか．

マッハの科学思想の根源は物理学と医学（生理学）の接点

に求められるため，物理学（あるいは自然科学一般）と医

学の歴史的相関を考える手がかりになる．またマッハの科

学思想は，ヒトの感覚・知覚を当時の唯物論的理解から距

離をとりつつ独自に把握しようとした試みの成果でもある．

21世紀の今日，脳科学の展開が著しいなかで，マッハの視
点の延長にあらたな理論的思索を期待しうる．そしてまた，

医学にとっても哲学にとっても根本問題である心身問題に

当然つながってくる．フロイトとのかかわりでいえば，なん

といっても自我をめぐる議論が焦点になる．我が国の医学

哲学にとって，医学史・医学思想史の蓄積の乏しさは重大

である．そのため，たとえばフーコーの著作『臨床医学の

誕生』（1963年）の医学哲学的含意など，我が国ではこの
書が読まれても，一般の議論にはなりようがなかった．そ

れゆえ医学史・医学思想史を踏まえた医学哲学を当教室で

は重視する．

2 生命倫理学

生命倫理学（bioethics）は，医療倫理学といってもさし
つかえない．ただ，medical ethicsがもともと医師の倫理と

いう程度の意味で用いられてきたこと，他方で医療の問題

を中心としながらも，範囲をより広くとって考えていこう

として生命倫理学ということばが選ばれ，我が国でも定着

してきた．それでも，我が国では生命倫理学者（bioethi-
cist）を自称する研究者はいまだに少ない．その研究の対象
と方法がいまひとつはっきりしないからである．当教室でも

研究はしているけれども，基本的には医学・医療倫理教育

とのかかわりに重点を置いてきた．そのため，まず教科書

編集に力を入れた．『バイオエシックス入門』9）はかなりの

支持を得て版を重ね，この分野の代表的教科書として定評

を得ている．さらに『生命倫理学入門』10）はよりコンパク

トで統一のとれた教科書として，医療系，文科系，理科系

を問わず用いられている．さらにはターミナルケア（緩和ケ

ア）について考察してきた 11，12）．

生命倫理学はアメリカ合衆国で成立した学問といえる．

ヨーロッパでも医療の倫理問題が厳しく問われているので，

生命倫理学は広まっている．しかし，それがアメリカ的傾

向を帯びているところから，ドイツでは生命倫理学

（Bioethik）の名称を避け，医療倫理学（medizinische
Ethik）でとおす研究者もいた．それが最近，Bioethik
（bioethics）ということばの造語者ポッター（Van
Rensselaer Potter）の用法に立ち返り，Bioethikを環境問
題も含めたかたちで再編する動きが出てきている（その趣

旨を汲んで，Bioethikに生命環境倫理学という訳語をあて
る人も出てきている）．当教室としてはこれまで，アメリカ

型の生命倫理学から多少，距離をとってきたため，教育な

どとの関連での研究にとどめてきた．今後，こうした動向

を踏まえて，理論構築をめざした研究を始めたいと考えて

いる 13）．

3 医学教育学

当教室では，生命倫理学について教育面を重視してきた．

それを突きつめていくと，医学教育全体に眼をむけざるを

えない 14）．当教室としては，この医学教育をも守備範囲と

したいと考えている．医学部にあっては医学教育を担当し，

そのための基礎的研究もするしっかりした部門が必要だと

思う．本学ではそれが確立していないので，とりあえず確

立されるまで，その仕事を一部でも担いたいと思う．手始

めとして，ドイツの医学教育の調査・研究を始めている．

現在，我が国ではアメリカ型の医学教育導入に熱心である．

しかし，アメリカの医学部は基本的に4年制大学の卒業生
（学士）を受け入れる，日本でいうなら大学院レベルのメデ

ィカル・スクールである．つまり，入学時においてすでに教

養教育・人間教育がある程度済んでいる学生を受け入れて

いる．それゆえ，私たちが医学部で教養教育・人間教育を

どう構築するかを考える際のモデルになりにくい．そして実

際，モデル・コア・カリキュラムもこの点について確たる方

針を示していない．その点，日本と同じく高校卒業者を受

け入れ，6年間の医学教育をおこなっているドイツなどの例

図2 マッハの考案した回転運動感覚惹起装置（『運動感覚論綱要』
所載）
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は，モデルにはならなくとも十分，参照すべきである．こ

のような観点からドイツの医学教育について調査・研究を

始めており，さらにはイギリスやフランスにも対象を広げて

いきたいと考えている．

おわりに

私たちの研究といってみたところで当教室の教員は1人
であり，増員の見込みもない．けれども，なんとか医学哲

学，生命倫理学，医学教育学の分野で，研究・教育に努め

てきた．北大医学部や旭川医科大学出身者で現在，この領

域の第一線で活躍している人たちがいる．本学出身者では

残念ながらいないようである．将来この分野に進出する人

が本学からも出て，当教室のささやかな努力を引き継いで

くれることを願っている．
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